
 

 

 

令和元年度 
 

志免町教育振興基本計画 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志免町教育委員会 
  



 

＜ 目 次 ＞ 

 

第 1章 計画の策定について                       １ 

１ 策定の趣旨                       １ 

２ 計画の位置付け                     １ 

３ 計画の期間                       １ 

４ 計画の進行管理と評価                  ２ 

 

第２章 志免町が目指す教育                       ３ 

 

第３章 志免町の教育施策                        ４ 

１ 志免町の将来像と主要教育施策              ４ 

２ 志免町の教育施策体系                  ５ 

３ 志免町の教育施策                    ７ 

◆ 豊かな人間性を育む教育の推進            ７ 

◆ 豊かな創造性を育む教育の推進           １２ 

◆ 豊かな社会性・国際性を育む教育の推進       １６ 

◆ 信頼される学校づくりの推進            ２０ 

◆ 子どもの健全育成                 ２４ 

◆ 地域活動・住民運動の支援             ２５ 

◆ 志（こころ）ある人づくりの推進          ２６ 

◆ スポーツ・文化活動の促進             ２７ 

◆ 文化財・伝統文化の保存と活用           ２８ 

 

 【資料】令和元年度 志免町の教育施策の概要           ２９ 

 

 

 



- 1 - 

 

 

 

 

１ 策定の趣旨 

これまで志免町教育委員会では、教育分野の基本計画の指針として、教育基本法第 17

条第 2項に基づく「志免町の教育施策」を策定し、様々な取組を展開してきました。 

平成 27 年 4 月 1 日に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する

法律」が施行されたことにより、志免町総合教育会議において、地方公共団体の教育、

学術及び文化振興に関する総合的な施策について、その目標や施策の根本の方針を町長

が定める「志免町教育大綱」の策定が同法第 1条の 3で義務づけられました。 

これに伴い志免町教育委員会は、従前から策定していました「志免町の教育施策」を

見直し、平成 28年度から新たに「志免町教育大綱」と連動した「志免町教育振興基本計

画」を策定し志免町教育委員会が目指す教育の姿と施策の展開の方向性を示しています。 

 

２ 計画の位置付け 

これまで志免町教育委員会では、教育分野の基本計画の指針として、教育基本法第 17

条第 2項に基づく「志免町の教育施策」を策定し、様々な取組を展開してきました。 

（１）法的な位置付け 

本計画は、教育基本法第 17 条第 2 項に規定されている「地方公共団体における

教育の振興のための基本的な計画」として策定します。 

なお、国では、同法第 17 条第 1 項に基づき、我が国の今後の教育施策の方向性

を示す「第 2期教育振興基本計画：平成 25年度～平成 29年度」を平成 25年 6月

に策定しており、「志免町教育振興基本計画」も国の計画を参酌しています。 

（２）第 5次志免町総合計画との関係 

本町では、平成 23年度から令和 2年度までの 10年間に町が目指す将来像を示す

とともに、その実現に向けた基本的な施策の大綱を第 5次志免町総合計画として定

め、平成 28年度からは第 5次志免町総合計画後期基本計画を作成しています。 

本計画は、この総合計画における教育分野の施策を、より具体化する計画として

作成しています。 

 

３ 計画の期間 

本計画の期間は、「志免町教育大綱」と連動することを基本とし、平成２８年度から令

和２年度（５年間）としますが、今後の社会情勢の変化等に対応するため毎年度見直し

を行うものとします。 

 

計画の策定について 第１章 



- 2 - 

 

 H23 ～ H27 H28 H29 H30 R1 R2 

第５次志免町総合計画 

 

  

志免町教育大綱 

    

志免町教育振興基本計画 

        

 

４ 計画の進行管理と評価 

本計画の基本目標に基づいて実施する基本施策については、その実現に向けた数値目

標を設定するなどして、定期的な点検とその結果の評価による進行管理を毎年度行いま

す。 

なお、毎年度の点検・評価については、翌年度に地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２７条の規定による点検・評価報告書を作成し、志免町のホームページ等を活

用して公表します。 

また、数値目標を達成できなかった施策や数値目標の見直し等が必要な施策について

は、次年度の計画に反映させ、志免町の教育施策の更なる充実に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本構想 

前期基本計画 後期基本計画 

志免町教育大綱 

（５年間） 

志免町教育振興基本計画 

（毎年度策定） 
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急激な少子化・高齢化、グローバル化や情報通信技術の進展など急速に変化する社会

情勢の中において、一人一人が生涯にわたって能動的に学び続け、必要とする能力を養

い、その成果を社会に生かしていくことが可能な生涯学習社会を目指していくことが求

められています。教育基本法においては、「人格の完成」や「個人の尊厳」などの普遍的

な理念に加えて、①知・徳・体の調和がとれ、生涯にわたって自己実現を目指す自立し

た個人、②公共の精神を尊び、国家・社会の形成に主体的に参画する国民、③我が国の

伝統と文化を基盤として国際社会を生きる日本人の育成を目指すことが明確に示されて

います。 

志免町では「誰もが輝く 住みよいまち」の実現に向けて、ふるさと意識の高いまち・

元気なまち・親しみやすいまち・やさしいまちの４つを基本理念として掲げ、６つの基

本目標をまちづくりの柱としています。６つの基本目標のうち、教育においては、「人と

地域がにぎわうまち・未来の担い手と共に育つまち」を中心として、家庭・地域・学校

が一体となって健やかな子どもを育てる教育環境の充実に努めます。 

 志免町教育委員会では、学校教育において、「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」

をバランスよく育成することを通して、社会を生き抜く力の涵養や未来への飛躍を実現

する人材の養成に努めていきます。また、信頼される学校づくりに向けて、学校の教育

環境の整備・充実や、教育的指導力を高める人材育成に努めます。 

社会教育においては、町民一人一人が、生涯にわたって自己の目標や理想の実現に向

かって学び続けることができるように、関係諸機関と連携しながら協働のまちづくりを

推進していきます。また、スポーツや文化活動を通して、世代や立場が異なる様々な人

が集まる地域コミュニティを活用してネットワークを構築し、つながりや支え合いなど

の絆づくりに努めます。 

教育行政としては、町民一人一人に、①他者への思いやりの心や生命を大切にする心

などを支える価値意識や規範意識としての人間性、②自ら課題を見つけ主体的に思考・

判断しながら問題解決していく資質・能力としての創造性、③社会の一員として他者と

の共生を支える社会規範を尊重する意識や態度としての社会性、④国際社会の一員とし

て異なる文化や歴史を持つ人々との共生を支える自国文化や異文化を理解し尊重する意

識や態度としての国際性を育成することを基本的方向性として位置付け、具体的かつ体

系的な方策を示すとともに、成果目標を設定し点検・評価を実施することとします。 

なお、「点検・評価」については、年度ごとに志免町ホームページ等で公表いたします。 

  

志免町が目指す教育 第２章 
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１ 志免町の将来像と主要教育施策 

志免町の教育施策 第３章 
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＜学校教育＞ 

各学校が家庭や地域と密接な連携・協力ができる信頼関係を築き、児童生徒が活き

活きと学べる学校づくりを目指します。そのため、学校の教育活動にゆとりを生み出

し、よりきめ細かな指導ができるよう、志免町の小中学校では２学期制を導入してい

ます。また、人間性、創造性、社会性、国際性を育む教育の充実とその基盤となる家

庭や地域の信頼を獲得する学校づくりを施策の柱とした教育行政を推進しています。

なかでも「学力向上」と「不登校減少」を重要課題として位置づけ、義務教育９年間

を見通した教育活動の充実を図っています。 

＜社会教育＞ 

町民の価値観や生活様式が多様化し、心の豊かさや生きがいづくりへの志向が高ま

る中、町民との協働のまちづくりを推進していくことが重要な課題となっています。 

その中で、第５次志免町総合計画で、社会教育が特に関わる「人と地域がにぎわう

まち」「未来の担い手と共に育つまち」を中心として社会教育の推進に努めます。 

 

基本施策の柱 施策の項目 具体的施策 番号 頁 

１．豊かな人間

性を育む教育

の推進 

(1)豊かな心の育成 ①道徳性を養う心の教育の充実 施策１ 7 

②個に応じたきめ細かな生徒指導の充実 施策２ 8 

(2)健やかな体の育成 ①健やかな体をつくる健康教育の充実 施策３ 10 

(3)人権教育の推進 ①学校における人権教育の充実 施策４ 11 

２．豊かな創造

性を育む教育

の推進 

(1)確かな学力の育成 ①学力向上のための取組の充実 施策５ 12 

(2)個性や能力を伸ば

す教育の推進 

①個のニーズに応じた特別支援教育の充

実 

施策６ 
14 

②志免町子ども読書活動推進計画に基づ

く読書活動の促進 

施策７ 
15 

３．豊かな社会

性・国際性を育

む教育の推進 

(1)今日的課題に対応

した教育の推進 

①環境問題や福祉に関する教育の推進 施策８ 16 

②グローバル人材を育成する外国語教育

の推進 

施策９ 
17 

③情報化に対応する情報モラル教育及び

ＩＣＴ教育の推進 

施策１０ 
18 

④社会を生き抜く力を育成するキャリア

教育の推進 

施策１１ 
19 

４．信頼される

学校づくりの

推進 

(1)安心して学べる学

校づくりの推進 

①学校施設設備の充実と安全体制の整備 施策１２ 20 

②危機管理体制の整備 施策１３ 21 

(2)魅力ある学校づく

りの推進 

①教育的指導力を高める研修の充実 施策１４ 22 

②地域とともにある学校づくりの推進 施策１５ 23 

２ 志免町の教育施策体系 



- 6 - 

 

５．子どもの健

全育成 

(1)未来の郷土の担い

手である青少年の健全

育成 

①社会教育活動の推進 施策１６ 

24 

６．地域活動・

住民活動の支

援 

(1)地域で活躍できる

人材の育成 

①社会教育への積極的参加の促進 施策１７ 

25 

７．志（こころ）

ある人づくり

の推進 

(1)心豊かな人間性の

育成 

①人権教育の啓発と促進 施策１８ 

26 

８．スポーツ・

文化活動の促

進 

(1)たくましい心身の

育成 

①健康・体力づくりと文化活動の啓発・推

進 

施策１９ 

27 

９．文化財・伝

統文化の保存

と活用 

(1)郷土愛を育む町民

の育成 

①文化財の保存と活用 施策２０ 

28 
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３ 志免町の教育施策 

 

＜施策１＞ 

１．豊かな人間性を育む教育の推進 

(1)豊かな心の育成 

①道徳性を養う心の教育の充実 

 

 

 

◆ 他人を思いやる心や、公共のためになることを大切にする心を身に付けることがで

きるよう、教育活動全体を通じて、道徳性を養う心の教育の充実を図ります。 

◆ 我が国と郷土を愛する心や国際社会に貢献する心などを身に付けることができるよ

う、道徳の時間や各教科などの指導を推進します。 

 

 

 

○ 体験活動と関連させた道徳の時間の指導 

・ 道徳の時間と各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教育、とり

わけ体験活動との効果的な関連を位置づけた教育指導計画の作成を促し、実感に基づく道徳教育

を推進する中で、道徳性を高めます。 

 

○ 道徳授業の保護者への公開 

・ 保護者や地域の方々を対象に「道徳の時間」の授業を公開し、心の教育に対する理解を図りま

す。 

 

○ 道徳教育に関する校内研修の実施 

・ 道徳教育に関する校内研修を促し、自尊感情を高め、生命尊重の精神や規範意識を育む「道徳

の時間」の充実を図ります。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値 

(H30) 
目標値 

道徳教育の推進 
道徳の時間の授業を保護者に公開した割合 １００％ １００％ 

道徳教育に関する校内研修を実施した割合 １００％ １００％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策２＞ 

１．豊かな人間性を育む教育の推進 

(1)豊かな心の育成 

②個に応じたきめ細かな生徒指導の充実 

 

 

 

◆ いじめ、暴力行為などの問題行動や不登校の未然防止・早期対応に向け、個に応じ

たきめ細かな指導や相談等が実施できるよう、スクールカウンセラーやスクールソー

シャルワーカーの配置などにより、学校における生徒指導体制の充実を図ります。 

◆ いじめ防止基本方針に基づき、いじめを生まないよう、豊かな人間性の育成に向け

た教育活動を推進するとともに、児童生徒を対象としたアンケートや教育相談などを

通じて早期発見・早期対応に努め、いじめ問題の解決に向けた取組が形骸化しないよ

う努めます。 

 

 

 

○ 小中学校で一貫した非行防止や規範意識の醸成に関する指導の充実 

・ 非行防止学習や学校行事などを通して自尊感情や規範意識の醸成に取り組み、児童生徒がいき

いきと過ごせる学校づくりを推進します。 

・ 児童生徒の薬物乱用を防止するために、学校における体育科・保健体育科及び関連教科におけ

る学習指導をもとに、関係機関等と連携し薬物乱用防止教室を開催するよう指導します。 

 

○ 小中合同の生徒指導委員会の実施 

・ 小・中学校合同の町生徒指導委員会に、指導主事や教育相談員等を派遣し、いじめ・不登校問

題を中心とする生徒指導上の諸問題の解決に向けた学校間の連携を図ります。 

 

○ 中学校への心の教室や適応指導（不登校対応）教室の設置 

・ 各中学校に心の教室や不登校対応教室を設置し、スクールカウンセラー（ＳＣ）や町の教育相

談員、学級補助員等を配置することで、いじめ・不登校問題等の早期発見と個別的な対応の充実

を図ります。 

 

○ スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の配置 

・ 教育委員会の教育相談室にスクールソーシャルワーカーを配置し、保護者や児童生徒の様々な

問題に対応する関係諸機関と連携した教育相談体制の充実を図ります。 

 

○ 不登校対応支援員（学級補助員）の配置 

・ 中学校の不登校対応教室に心理の専門家として不登校対応支援員（学級補助員）を配置し、校

内適応指導教室や家庭訪問等による教育相談や教室復帰に向けた支援の充実を図ります。 

施策の方向性 

主な取組 
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○ 小中学校の校内いじめ問題対策委員会等への教育相談員等の派遣 

・ 各小中学校の校内いじめ問題対策委員会等にスクールソーシャルワーカーを派遣し、生徒指導

上の諸問題の実態把握と学校や教職員を対象とした支援を行い、生徒指導のサポート体制の強化

を図ります。 

 

○ いじめや不登校の防止や解決に資する学校生活に関するアンケートの実施 

・ 学校生活に関するアンケートを実施し、現在の学級の状況を把握します。そして、その結果を

もとにした取組を行い、学級に支持的風土を構築して、不登校の未然防止や改善・解消に役立て

ます。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値 

(H30) 
目標値 

生徒指導の充実 
いじめ解消率（年度内） ７８％ ８０％ 

不登校の解消・復帰率（年度内） ４７％ ５０％ 

教育相談の充実 
適応指導教室相談員や SSW 等による各校の

校内各種委員会への平均派遣回数 
１６回 １０回 

 

※「いじめ解消」の定義：加害行為がやんでいる状態が３カ月継続し、被害者が心身の苦痛を感じ 

ていないこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指  標 
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＜施策３＞ 

１．豊かな人間性を育む教育の推進 

(2)健やかな体の育成 

①健やかな体をつくる健康教育の充実 

 

 

◆ 性や心の健康問題等、健康に関する現代的な課題に対応するとともに、生涯を通じ

て健康で安全な生活を送ることができるよう、健康教育の充実を図ります。 

◆ 児童生徒が、食に関する正しい知識や望ましい食習慣を身に付けるために、食に関

する指導の充実を図ります。 

 

 

○ 「食に関する指導」の充実 

・ 給食主任や栄養教諭、学校栄養職員を中心に「食に関する指導」の充実を図ります。 

・ 児童生徒が給食を通して食生活に関する基本的習慣やマナー、栄養に関する知識を身につけ、

健康的な食生活を送ることができるよう指導の充実を図ります。 

○ 学校と家庭、地域が連携した運動の推進 

・ 福岡県ＰＴＡ連合会の”新”家庭教育宣言と連動し、家庭と連携しながら「早寝・早起き・朝

ごはん」運動の推進に努めるとともに、健康の増進を目指します。 

○ 体力向上に関する事業の推進 

・ 新体力テストを実施し、体育学習や運動部活動の充実に活かしながら、児童生徒の体力向上を

目指します。 

・ 各学校では児童生徒の実態に応じた体力向上プランを策定し、１校１取組運動を推進します。 

・ 各学校での体力テストや体育授業の充実のために、スポーツ指導員を積極的に活用する。 

・ 保護者や町民を中心に専門性を有する指導者をスポーツボランティアとして登録し、各学校の

要請に応じる体制づくりに努め、部活動の充実を図ります。 

 

 

指標 指標の概要 
現状値 

(H30) 
目標値 

健康教育の充実 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査におけ

る体力合計点が全国平均を上回った児童生

徒の割合 

対象：小５と中２の男女 

４５％ ５０％ 

全国学力・学習状況調査において「朝食を毎

日食べている」と回答している児童生徒の割

合 

対象：小６と中３ 

９２％ ９５％ 

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策４＞ 

１．豊かな人間性を育む教育の推進 

(3)人権教育の推進 

①学校における人権教育の充実 

 

 

 

◆ 児童生徒一人一人に人権尊重の心を育み、あらゆる差別をなくすころを目指します。 

◆ 学校の教育活動全体を通して、一人一人の学力と進路の保障を図るとともに、人権

に関する知識や意欲・態度、実践力を身に付ける、計画的、系統的な教育を推進しま

す。 

 

 

 

○ 人権教育実践研修会の実施と副読本の活用 

・ 町の全学校の教員を対象とした人権教育実践交流会の実施や、同和教育副読本「かがやき」、

人権教育学習教材集「あおぞら」を活用した授業を推進します。 

 

○ 志免町子どもの権利条例に基づく教育の充実 

・ 教職員を対象とした志免町子どもの権利条例に関する研修会の実施や、児童生徒に対して志免

町子どもの権利条例に基づく学習会等の実施を通しての条例の周知や啓発に努めます。 

 

 

 

指標 指標の概要 現状値 

(H30) 

目標値 

人権教育の充実 

同和教育副読本「かがやき」、人権教育学習教

材集「あおぞら」の活用率 
１００％ １００％ 

志免町子どもの権利条例に基づく学習会等

の実施 
１００％ １００％ 

全国学力・学習状況調査において「自分には

よいところがある」と回答している児童生徒

の割合 

対象：小６と中３ 

８６％ ９０％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策５＞ 

２．豊かな創造性を育む教育の推進 

(1)確かな学力の育成 

①学力向上のための取組の充実 

 

 

 

◆ 「全国学力・学習状況調査」や県が独自で実施する学力実態調査の分析を踏まえて

策定する志免町学力向上推進プランに基づき、各学校の実態に応じた学力向上の取組

を推進します。 

◆ 確かな学力の定着を図るため、３つの柱（授業づくり・集団づくり・習慣づくり）

から指導体制や指導方法の改善を進め、基礎・基本の定着を図るとともに、きめ細か

な指導により学習に関する関心・意欲の向上を図ります。 

 

 

 

○ 志免町学力向上推進プランの策定と取組の推進 

・ 志免町学力向上推進プランを策定し、３つの柱（授業づくり・集団づくり・習慣づくり）から

指導体制や指導方法の改善を図ります。 

・ 志免町学力向上検証委員会を中心として、実践交流会や先進校視察を実施して、学力向上推進

プランの推進を図ります。 

・ 学校の実態に応じて、学校生活に関するアンケートや学級満足度調査、授業満足度調査等を実

施し、学力向上の取組の検証及び分析を行い、授業改善を図ります。 

 

○ 小中連携事業の推進 

・ 中学校区を単位として、９年間をひとまとまりと考えた教育活動を展開します。 

・ 中学校区を単位として、小中連携実践交流会を実施します。 

 

○ 少人数学習対応支援員（学級補助員）の配置 

・ 小学校に少人数学習対応支援員（学級補助員）を配置し、算数を中心として習熟の程度に応じ

た少人数学習の充実を図ります。 

 

○ 研究指定の委嘱 

・ 町内の小中学校に教科指導等の研究指定を委嘱して、校内研究や授業研修の活性化と深化を図り

ます。 

 

○ 町で統一した学力調査の実施 

・ 各小中学校において、学力向上の取組の検証のために学力調査を実施し、調査結果をもとに、

日々の授業における課題を分析し授業改善を図ります。 

施策の方向性 

主な取組 
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・ インターネット配信サービスやプリント学習ソフトを活用して、個に応じた指導や補充学習等

による支援の充実を図ります。 

 

○ 地域の教育資源を活用した教育活動の推進 

・ 小学校中学年社会科学習において、社会科副読本「わたしたちの志免２１」を活用し、志免町

に根ざした学習の充実を図ります。 

 

○ 家庭学習の習慣化に向けた取組の促進 

・ 学力向上のために家庭で取り組むことを示した「家庭学習の仕方」を保護者に配布し、家庭と

連携しながら家庭学習の充実を目指します。 

 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値 

(H30) 
目標値 

学力向上の取組の充実 

【授業づくり】全国学力・学習状況調査にお

ける全国平均を上回った児童生徒の割合 

対象：小６と中３の国語と算数（数学） 

４６％ ５０％ 

【集団づくり】Ｑ－Ｕ検査において学級生活

意欲が小学校３０ポイント、中学校７５ポイ

ントを上回った児童生徒の割合 

対象：小３～中３ 

（※H30は小４～中３） 

８３％ ８４％ 

【習慣づくり】全国学力・学習状況調査にお

いて「家で、自分で計画的に勉強する」と回

答した児童生徒の割合 

対象：小６と中３ 

５７％ ７０％ 

学力向上の取組の促進 
学力向上プランを基にした検証改善ロード

マップの作成率 
１７％ １００％ 

 

 

 

 

  

指  標 
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＜施策６＞ 

２．豊かな創造性を育む教育の推進 

(2)個性や能力を伸ばす教育の推進 

①個のニーズに応じた特別支援教育の充実 

 

 

 

◆ 障害のある児童生徒の教育的ニーズに応じた合理的配慮に基づく適切な指導及び必

要な支援を行うことにより、一人一人が自立し、主体的に社会参加できる力を育成で

きるよう、基礎的な環境を整備するなど特別支援教育の改善・充実を図ります。 

 

 

 

○ 特別支援教育推進体制の整備 

・ 就学指導委員会との連携及び特別支援学級等担当者研修会の実施を通して、義務教育９年間を

見据えた個別支援や校内支援体制の充実を図ります。 

・ 特別支援学級等の基礎的な教育環境を整え、合理的配慮に基づく適切な指導及び支援の充実に

努めます。 

○ 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成 

・ 個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成を進め、個の教育的ニーズに応じた指導を行いま

す。 

・ 関係各課及び専門機関等との連携を図り、各学校の発達に課題がある児童生徒への指導内容や

指導方法について日常的・継続的な支援を行います。 

○ 特別支援学級対応支援員（学級補助員）及び特別支援教育相談員の配置 

・ 特別支援学級等に学級補助員を配置し、特別な教育的支援が必要な児童生徒への支援体制の充

実を図ります。 

・ 特別支援教育相談員を配置し、通常学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒の

対応について、学級担任等への支援の充実を図ります。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値 

(H30) 
目標値 

特別支援教育の充実 

個別の教育支援計画や個別の指導計画を作

成している割合 
１００％ １００％ 

各校で合理的配慮に基づく適切な指導及び

支援を図るための研修を実施している回数 

各校 

２回実施 

各校 

２回以上 

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策７＞ 

２．豊かな創造性を育む教育の推進 

(2)個性や能力を伸ばす教育の推進 

②志免町子ども読書活動推進計画に基づく読書活動の促進 

 

 

 

◆ 読書に親しむことを通じて豊かな感性や創造力を育むため、「志免町子ども読書活

動推進計画」に基づき、家庭や地域における子どもの読書活動や学校全体での日常的

な読書活動を促進します。 

 

 

 

○ 子どもの読書活動の推進 

・ 志免町子ども読書活動推進計画に基づき、子どもの読書活動の促進を図ります。 

・ 町立図書館を拠点館として、学校図書館との人的ネットワーク化を図り、情報や図書の交流な

ど町と学校が一体となった読書活動を推進します。 

・ 司書教諭を中心とした学校図書館連絡会を設置し、小・中学校における図書や読書活動の質的

な充実を図ります。 

・ 各学校の要請に応じて、町立図書館から読書ボランティアを派遣しながら学校の読書活動の充

実を図ります。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値 

(H30) 
目標値 

読書活動の推進 

全国学力・学習状況調査において「１日３０

分以上読書をする」と回答した児童生徒の割

合 

対象：小６と中３ 

３６％ ５０％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策８＞ 

３．豊かな社会性・国際性を育む教育の推進 

(1)今日的課題に対応した教育の推進 

①環境問題や福祉に関する教育の推進 

 

 

 

◆ 発達の段階に応じて、総合的な学習の時間等において、児童生徒等が体験を通じて

環境について学ぶ機会が充実されるよう、生活体験や自然体験活動、勤労生産体験活

動、社会奉仕体験活動等の多様な体験活動を促進します。 

◆ 発達の段階に応じて、社会科、家庭科、道徳等において、社会福祉についての理解

を深める指導を行うとともに、思いやりの心、社会奉仕の精神などの育成を図ります。 

 

 

 

○ 環境問題に関する教育の推進 

・ 自然体験、社会体験、生活体験など実体験を通じた様々な経験をする機会を設けることや、地

域を教材とし、より実践的に実感をもって学ぶことを推進します。 

 

○ 福祉に関する教育の推進 

・ 少子高齢化等の問題について、発達段階に応じて社会福祉やボランティア等ついての理解を深

める指導を行うとともに、思いやりの心、社会奉仕の精神などの育成を図ります。 

 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

環境問題や福祉に関す

る教育の推進 

総合的な学習の時間等において、環境問題や

福祉に関する学習の実施率 
１００％ １００％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策９＞ 

３．豊かな社会性・国際性を育む教育の推進 

(1)今日的課題に対応した教育の推進 

②グローバル人材を育成する外国語教育の推進 

 

 

 

◆ 国際化の進展が急激に進む中で、これからの社会を支える意志と実践力をもった児

童生徒を育てる教育の充実を図ります。 

 

 

 

○ 国際化に対応する国際教育や外国語教育の充実 

・ 小中学校に、外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置し、英語によるコミュニケーション能力の育成

や国際理解教育を推進します。 

 

○ 教員の英語指導力向上 

・ 県教育センター等で開催される英語教育に関する研修会への参加を奨励し、教員の英語指導力

の向上を図ります。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

外国語教育の充実 英語教育に関する研修会への参加教員数 １２名 
各小中学校 

１名以上 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策１０＞ 

３．豊かな社会性・国際性を育む教育の推進 

(1)今日的課題に対応した教育の推進 

③情報化に対応する情報モラル教育及びＩＣＴ教育の推進 

 

 

 

◆ 情報社会の進展などの社会の変化を踏まえ、発達段階に応じて、情報通信機器を活

用する上での児童生徒のモラルやスキルを高める教育の充実を図ります。 

 

 

 

 

○ 情報モラル・ＩＣＴ教育の充実 

・ 教科や総合的な学習の時間において、積極的に情報通信機器を活用し、情報通信機器利用上の

モラルやスキルなど情報活用能力の向上を図ります。 

 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

情報モラル・ＩＣＴ教

育の充実 

情報モラル等に関する専門家を招聘した学

習会の実施率 
１００％ １００％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策１１＞ 

３．豊かな社会性・国際性を育む教育の推進 

(1)今日的課題に対応した教育の推進 

④社会を生き抜く力を育成するキャリア教育の推進 

 

 

 

◆ 発達段階に応じた勤労観・職業観を持ち、目的意識を持って主体的に進路を選択で

きるよう、学ぶことや働くことの意義を理解し、生きることの尊さを実感させるキャ

リア教育の充実を図ります。 

 

 

 

○ 発達段階に応じた計画的、継続的、組織的なキャリア教育の推進 

・ 様々な教育活動を通じ、基礎的・汎用的能力を身に付け、生涯に渡る社会的・職業的自立がで

きるよう、キャリア教育の充実を図ります。 

・ 職場体験や様々な社会体験を取り入れ、望ましい勤労観や職業観、集団生活に必要な規範意

識やマナーなどの向上を図ります。 

・ 小学校４年生で「二分の一成人式」、中学校２年生で「立志式」を実施して、目的意識をもっ

て主体的に進路するキャリア教育の充実を図ります。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

キャリア教育の充実 

中学校職場体験学習の実施率 １００％ １００％ 

小学校４年生で「二分の一成人式」、中学校２

年生で「立志式」の実施率 
１００％ １００％ 

全国学力・学習状況調査において「将来の夢

や目標をもっている」と回答した児童生徒の

割合 

対象：小６と中３ 

８１％ ８２％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策１２＞ 

４．信頼される学校づくりの推進 

(1)安心して学べる学校づくりの推進 

①学校施設設備の充実と安全体制の整備 

 

 

 

◆ 児童生徒が快適な学校生活が送れるよう、施設整備の充実を図ります。 

 

 

 

○ 学校施設耐震化の推進 

・ 計画的な耐震改修による学校施設耐震化を推進します。 

 

○ 学校施設の老朽対策、施設充実の推進 

・ 改造、改修等による老朽校舎の計画的整備を実施します。 

 

○ 学校安全に関する情報の配信 

・ 情報配信サービスを活用し、児童生徒の安全にかかわる情報を個別に一斉配信します。 

 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

学校施設設備の充実 学校施設の維持補修工事 １００％ １００％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策１３＞ 

４．信頼される学校づくりの推進 

(1)安心して学べる学校づくりの推進 

②危機管理体制の整備 

 

 

 

◆ 学校施設は、非常災害時には地域住民の応急避難場所になるなど、地域の防災拠点

としても重要な役割を担うものであるため、危機管理体制の充実を図ります。 

 

 

 

○ 危機管理体制の整備と危機管理意識の高揚 

・ 学校の危機管理については、本教育委員会の「危機管理マニュアル」をもとに、生命安全の確

保を最優先とする学校危機管理体制を整え、教職員の危機管理意識の高揚に努めます。 

・ 児童生徒の個人情報セキュリティ対策として、本町作成の「情報セキュリティハンドブック」

をもとに、各学校の実態に応じて情報セキュリティポリシーを作成し、重要な教育情報を適切に

管理・運用します。 

 

○ 災害を想定した避難訓練の実施 

・ 火災や地震を想定した避難訓練を年２回実施して、災害発生時の危機対応が迅速かつ適切に行

えるようにします。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

危機管理体制の整備 

危機管理マニュアルに基づく職員研修会の

実施率 
１００％ １００％ 

年２回の避難訓練（火災・地震）の実施率 １００％ １００％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 



- 22 - 

 

＜施策１４＞ 

４．信頼される学校づくりの推進 

(2)魅力ある学校づくりの推進 

①教育的指導力を高める研修の充実 

 

 

 

◆ 教員としての使命感や社会性、専門的な知識・技能を高めるため、経験年数や職務

内容に応じた研修や専門的な指導力を高める研修の充実を図ります。 

 

 

 

○ 教えるプロとしての指導力量を高める研修の充実 

・ 教頭研修会を月１回程度開催し、管理職としての指導力向上や学校間の情報連携の強化を図り

ます。 

・ 論文研修会を設定し、教育実践の成果や課題を見つめ授業改善に活かす支援を提供します。 

・ 町の教育課題への対応について、小中学校の全教員で学ぶ夏季教育研修会を実施します。 

・ 学級補助員の研修会を充実させ、実践的な指導力量の向上を図ります。 

・ 志免町に赴任した教員を対象とした研修会を実施し、志免町の教育施策と子どもの権利条例へ

の理解を深め、各学校の教育活動の充実を図ります。 

・ 指導力を高めてほしい教員や、実践的・専門的な研修が不足している講師等に、指導主事が個

別に学級経営や授業の技術を教え、指導力量の向上を目指します。 

・ 教務主任の研修会を充実させ、ミドルリーダーとしての指導力の向上を図ります。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

教職員の研修の充実 

指導主事による個別指導研修の実施回数 ３１回 ３０回 

校内OJT研修の実施率 １００％ １００％ 

志免町教員意識調査において「自らの指導力

の向上のための研修に積極的に取り組んで

いる」と回答した教員の割合 

９１％ １００％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策１５＞ 

４．信頼される学校づくりの推進 

(2)魅力ある学校づくりの推進 

②地域とともにある学校づくりの推進 

 

 

 

◆ 各学校における学校評価システムを充実させるとともに、学校評議員制度等を活用

した学校運営を推進します。 

◆ 保護者や地域住民の意向を踏まえ、家庭や地域との連携・協力による学校づくりを

推進します。 

 

 

 

○ 教育委員会による学校訪問の実施 

・ 教育委員会による学校訪問を年２回（前期と後期に各１回）行い、学校運営に対する形成的な

外部評価を実施します。 

 

○ 学校評価等の実施 

・ 各学校において学校関係者評価委員会を設置し、学校運営の改善が適切に行われるような学校

評価を実施するとともに、各学校の自己評価や学校関係者評価の結果を公表します。 

 

○ 学校ホームページを活用した情報発信 

・ 機会をとらえて各学校のホームページを更新し、学校の情報公開に努めます。 

 

○ 「土曜授業」の実施 

・ 地域とともにある学校づくりの推進に向けて「土曜授業」を実施し、学力向上及び家庭・地域

との連携強化を図ります。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

地域とともにある学校

づくり 

学校関係者評価結果を公表している学校数 ６校 ６校 

 

 

 

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策１６＞ 

５．子どもの健全育成 

(1)未来の郷土の担い手である青少年の健全育成 

①社会教育活動の推進 

 

 

 

◆ 社会教育活動の振興を図るため、ＰＴＡ、子ども会などの関係機関、団体との連携・

協力体制の整備を図ります。 

 

 

 

○ 青少年育成団体（子ども会育成会連絡協議会・ＰＴＡ連絡協議会・青少年問題協議

会・青少年指導員等）の充実・強化と、指導者・リーダーの育成や、家庭教育の支援

体制の確立に努めます。 

 

○ 子どもの生きる力を育むために、体験活動及び地域での活動等を支援します。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

子どもの健全育成の推

進 

子どもに関する地域活動に参加した大人の

割合 
４２％ ５０％ 

自分の周りにあいさつや相談等ができる大

人がいると答えた子どもの割合 
７８％ １００％ 

 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策１７＞ 

６．地域活動・住民活動の支援 

(1)地域で活躍できる人材の育成 

①社会教育への積極的参加の促進 

 

 

 

◆ 学習ニーズや社会的課題に適切に応えるため、社会教育に関する情報の提供や相談

体制の充実を図ります。 

 

 

 

○ 社会教育への積極的参加の促進や、さまざまな人が活躍できる環境づくりに努めま

す。 

 

○ 各社会教育団体との連携を密にし、住民への情報提供に努めます。 

 

○ 中央公民館・自治公民館の連携と充実・強化を図り、自治公民館の活性化と、開か

れた施設づくりに努めます。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

地域活動の推進 
過去１年間に地域活動・住民活動に参加した

町民の割合 
４７％ ６０％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策１８＞ 

７．志（こころ）ある人づくりの推進 

(1)心豊かな人間性の育成 

①人権教育の啓発と促進 

 

 

 

◆ 人権尊重の意識や行動が定着するよう、「志免町人権教育・啓発基本指針」に基づき、

あらゆる機会をとらえて人権教育と人権啓発を推進します。 

 

 

 

○ 志免町人権教育・啓発基本指針に基づき、人権・同和教育の啓発と推進に努めます。 

 

○ 人権・同和教育推進協議会の組織及び指導体制の充実に努めます。 

 

○ 人権相談事業等を行い、人権尊重の心の育成に努めます。 

 

○ 人権週間・同和問題啓発強調月間での取組の充実に努めます。 

 

○ 志免町子どもの権利条例に基づき、子どもの人権尊重に努めます。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

人権教育の推進 

人権尊重について正しく理解している町民

の割合 
６４％ ７０％ 

人権が守られていると感じている町民の割

合 
８１％ ９０％ 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策１９＞ 

８．スポーツ・文化活動の促進 

(1)たくましい心身の育成 

①健康・体力づくりと文化活動の啓発・推進 

 

 

 

◆ 関係機関・団体と連携して、健康・体力づくりの啓発・推進や、スポーツ情報の提

供などに取り組みます。 

◆ 文化芸術活動に参加したり、成果を発表したりできる場の充実を図ります。 

 

 

 

○ 町民の健康・体力づくりの啓発と推進に努めます。 

 

○ 地域交流を目指した軽スポーツの推進に努めます。 

 

○ 生涯スポーツの情報提供に努めます。 

 

○ 子どもの体力・運動能力向上の基盤づくりに努めます。 

 

○ 文化サークル・グループの育成による文化団体活動の充実に努めます。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

スポーツ・文化活動の

推進 

町内のスポーツ・文化施設を利用したことの

ある人の割合 
３０％ ５０％ 

町内のスポーツ・文化施設に対する満足度 ８１％ ９０％ 

 

  

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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＜施策２０＞ 

９．文化財・伝統文化の保存と活用 

(1)郷土愛を育む町民の育成 

①文化財の保存・活用 

 

 

 

◆ 歴史と伝統に培われた貴重な文化資源を永く後世に伝えるため、文化財や伝統文化

の保護活動の充実を図り、情報提供や文化財に対する理解を深めます。 

 

 

 

○ 文化財を保存・活用するとともに、伝統文化の継承に努めます。   

 

○ 「ふるさと文化」の探訪や町民への資料提供による郷土愛の醸成に努めます。 

 

 

 

指標 指標の概要 
現状値

(H30) 
目標値 

文化財の保存・活用 
町の文化財や伝統文化を知っている町民の

割合 
７９％ ８０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向性 

主な取組 

指  標 
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